
と
こ
ろ
で
、
こ

の
銅
像
の
原
型
も
楠
公
銅
像
と
同
様
、
木
彫
教
官
の
み
で
作
っ
た
。

洋
風
彫
刻
家
で
あ
る
藤
田
文
蔵
は
明
治
二
十
三
年
十
二
月
以
降
植
田
楽
斎
が
京
都
清
水

に
建
設
を
計
画
し
て
い
た
西
郷
隆
盛
銅
像
の
原
型
制
作
を
手
掛
け
、
キ
ョ
ソ
ー
ネ
筆
の

肖
像
画
お
よ
び
西
郷
の
関
係
者
の
意
見
に
基
づ
い
て
塑
造
原
型
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の

仕
事
は
楽
斎
の
死
去
に
よ
っ
て
宙
に
浮
い
て
し
ま
っ
た
が
、
原
型
は
そ
の
盛
手
元
に
あ

っ
た
の
で
、
藤
田
は
当
然
上
野
の
銅
像
の
原
型
と
し
て
そ
れ
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
関
し
て
藤
田
は
「
塑
像

家
藤
田
文
蔵
氏
」
（
『
新
小
説
』
第
四
年
第
一
一
一
巻
。
明
治
三
十
二
年
二
月
五
日
）
に
次
の

よ
う
な
興
味
深
い
談
話
を
残
し
て
い
る
。

丁
度
其
時
上
野
へ
西
郷
翁
の
銅
像
を
建
て
る
の
で
廣
＜
其
製
作
の
募
集
が
出
た
の

で
、
自
分
も
是
迄
に
為
た
の
で
あ
る
か
ら
斯
の
機
を
幸
ひ
に
是
を
持
出
し
た
の
で

す
。
同
時
に
大
熊
氏
も
造
つ
て
出
す
、
其
か
ら
も
う
一
個
誰
で
し
た
か
應
じ
た
者
が

あ
り
ま
し
た
。
審
査
も
首
尾
よ
く
滴
ん
で
、
僕
は
其
時
の
美
術
學
校
長
岡
倉
覺
一
＿
一
氏

か
ら
君
の
出
し
た
の
が
禰
々
採
用
さ
れ
た
と
い
ふ
報
告
に
接
し
ま
し
た
。

物
事
は
不
思
議
で
す
ね
、
其
頃
日
本
の
美
術
界
に
西
洋
主
義
と
日
本
主
義
と
の
大
衝

突
が
あ
っ
て
小
山
正
太
郎
、
浅
井
忠
等
の
人
々
が
大
分
氣
焙
を
吐
い
た
事
が
あ
る
、

然
し
詰
る
と
こ
ろ
日
本
主
義
の
方
の
旗
色
が
盛
ん
で
、
其
名
残
は
西
郷
翁
の
像
も
日

本
の
木
彫
で
為
る
事
に
な
っ
た
。
で
岡
倉
さ
ん
が
或
日
自
分
を
呼
ん
で
、
是
々
の
始

あ
れ

末
で
仕
方
が
無
い
、
就
て
は
君
も
彼
だ
け
に
苦
心
を
為
て
造
っ
た
物
で
あ
る
し
、
審

査
の
上
君
の
を
採
用
す
る
に
極
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
う
か
彼
の
肖
像
を
學
校
へ

誼
つ
て
呉
れ
ま
い
か
、
黄
用
は
何
程
で
も
出
す
と
言
は
れ
た
が
、
僕
は
其
は
御
免
を

蒙
る
と
断
然
御
こ
と
わ
り
を
為
た
、
岡
倉
さ
ん
は
今
一
度
君
も
考
へ
て
置
い
て
呉
れ

と
其
儘
に
別
れ
て
了
っ
た
の
で
、
其
後
彼
方
か
ら
も
言
出
さ
ず
、
此
方
か
ら
も
返
事

を
為
ず
に
過
ぎ
た
が
、
學
校
で
高
村
光
雲
氏
が
木
彫
に
着
手
し
た
と
は
聞
き
ま

し

関

連

事

項

①

二
十
五
年
度
経
費
と
校
長
譴
責

な
お
、
同
誌
に
は
藤
田
の
西
郷
像
（
胸
像
、
塑
造
）
と
上
野
の
西
郷
銅
像
の
写
真
が

並
ん
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

日
蓮
上
人
銅
像
雛
形

現
在
、
博
多
東
公
涸
に
あ
る
日
蓮
上
人
の
大
銅
像
(
1

0
.

6

m
)

は
、
明
治
二
十
一
年

に
福
岡
県
下
の
日
蓮
宗
徒
（
代
表
佐
野
前
励
）
に
よ
っ
て
建
設
計
画
が
始
ま
り
、
同
三

十
七
年
十

一
月
に
落
成
し
た
が
、
製
作
の
大
半
は
本
校
が
担
当
し
た
。
ま
ず
、
こ
の

二

十
五
年
に
該
銅
像
の
雛
形
製
作
が
本
校
に
依
嘱
さ
れ
、
そ
の
際
、
校
友
会
が
懸
賞
図
案

（
下
図
）
募
集
を
行
い
、
下
村
観
山
作
の
右
手
に
安
国
論
の
巻
物
を
握
り
、
左
手
に
数

珠
を
持
つ
日
蓮
像
の
図
案
と
、
島
田
佳
突
作
の
台
座
の
図
案
と
が
一
等
に
選
ば
れ
た
。

雛
形
制
作
の
担
当
者
と
な
っ
た
竹
内
久
一
は
さ
ら
に
細
か
い
考
証
を
加
え
て
図
案
を
作

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
木
彫
の
雛
形

(
1
-50
)
を
製
作
。
岡
崎
雪
声
が
こ
れ
を
鋳
造
し

た
。
二
十
七
年
に
至
り
―
―
―
丈
二
尺
の
銅
像
原
型
（
木
型
）
と
台
座
型
の
製
作
が
本
校
に

依
嘱
さ
れ
、
同
じ
く
竹
内
久
一
が
翌
二
十
八
年
に
本
校
内
の
製
作
場
で
銅
像
原
型
の
製

作
に
着
手
し
、
翌
二
十
九
年
六
月
に
完
成
。
次
い
で
岡
崎
雪
声
が
本
校
内
の
鋳
造
場
で

頭
部
と
両
手
首
の
鋳
造
に
着
手
し
、
同
―
―
―
十
一
年
、
美
術
学
校
騒
動
後
に
こ
れ
を
完

成
。
胴
体
の
方
は
佐
賀
の
谷
口
鉄
工
所
が
分
鋳
法
に
よ
っ
て
鋳
造
し
た
。
当
時
は
近
世

最
大
の
銅
像
と
し
て
世
の
注
目
を
集
め
た
も
の
で
、
そ
の
製
作
技
法
等
に
つ
い
て
は

贔
頌
5
日
蓮
上
人
銅
像
』
（
中
牟
田
佳
彰

・
田
中
一
幸

・
木
下
禾
大
共
著
。
昭
和
六
十

一
年
。
西
日
本
新
聞
社
）
に
詳
か
で
あ
る
。

7
 こ。
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②
 

本
年
度
経
費
の
新
営
費
に
関
し
、
翌
二
十
六
年
六
月
二
日
に
岡
倉
校
長
は
譴

責
を
受
け
、
会
計
主
務
官
安
井
一
匡
は
罰
俸
を
科
せ
ら
れ
た
。
両
者
の
履
歴
書

に
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
記
載
が
あ
る
。

「
明
治
廿
五
年
度
東
京
美
術
学
校
新
営
費
ノ
項
二
於
テ
豫
算
令
達
額
二
到

シ
金
百
五
拾
一
二
圃
六
拾
一
二
銭
超
過
ノ
仕
彿
請
求
書
ヲ
発
シ
タ
ル
段
職
務
上
不

都
合
二
付
譴
責
ス
文
部
省
」

「
明
治
廿
五
年
度
東
京
美
術
学
校
新
営
費
ノ
項
二
於
テ
帳
簿
ノ
記
載
ヲ
誤

リ
豫
算
令
達
額
二
到
シ
金
百
五
拾
―
―
―園
六
十
三
銭
超
過
ノ
仕
彿
請
求
書
ヲ
調

定
シ
タ
ル
段
職
務
上
不
都
合
二
付
月
俸
十
分
ノ
一
ノ
罰
俸
ヲ
科
ス
」

な
お
、
こ
の
新
営
費
に
つ
い
て
は
記
録
が
現
存
し
て
お
ら
ず
、
金
額
、
用
途

は
不
明
で
あ
る
。

バ
バ
リ
ヤ
万
国
美
術
展
覧
会

明
治
二
十
五
年
、
バ
バ
リ
ヤ
（
バ
イ
エ
ル
ン
）

・
ミ
ュ
ン
ヘ
ソ
で
開
催
さ
れ

た
同
展
覧
会
に
際
し
、
日
本
政
府
は
賛
同
の
要
請
を
拒
否
し
た
が
、
本
校
の
岡

倉
校
長
は
独
自
に
出
品
の
労
を
と
り
、
協
力
し
た
。
そ
の
間
の
詳
し
い
事
情
は

不
明
で
あ
る
が
、
新
聞
の
中
に
は
ニ
―
―
-、
こ
の
件
を
採
り
上
げ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。〇
我
給
霊
欧
洲
美
術
中
に
加
は
る

是
ま
で
欧
米
多
敷
の
碧
眼
は
東
洋
の
箱
驚
を
見
て
美
術
外
に
置
き
た
る
が
近

頃
其
風
韻
と
意
匠
の
遥
に
油
綸
の
上
に
駕
す
る
こ
と
を
覺
り
獨
逸
聯
邦
の
バ

、
リ
ヤ
に
て
今
年
八
月
に
美
術
展
覧
會
を
開
設
し
我
翰
霊
を
も
陳
列
す
る
こ

と
を
申
束
り
是
ぞ
我
翰
聾
の
獣
洲
美
術
中
に
加
は
り
し
初
め
な
れ
ば
岡
倉
美

術
學
校
長
は
東
洋
箱
霊
の
妙
趣
を
彼
等
に
教
示
す
る
為
め
自
費
を
以
て
渡
航

マ
マ

す
る
筈
に
て
夫
々
へ
通
知
あ
り
し
を
以
て
京
都
に
て
は
幸
野
梅
嶺
、
原
在

泉
、
岸
竹
堂
、
今
尾
景
年
、
望
月
玉
泉
、
土
佐
光
武
、
森
川
曾
文
等
の
諸
名

手
が
揮
牽
し
て
出
品
す
る
由
な
り

（
明
治
二
十
五
年
四
月
二
十
四
日

『大
阪
朝
日
新
聞
』
）

〇
獨
逸
萬
國
美
術
博
覧
會

同
會
は
本
年
秋
季
開
設
す
る
筈
に
て
我
政
府
に
も
銚
に
出
品
を
申
来
り
た
る

も
賛
同
せ
さ
り
し
か
一
己
人
に
て
出
品
せ
ん
と
せ
し
も
の
も
あ
り
て
既
に
東

京
美
術
學
校
教
員
及
京
都
の
聾
工
等
よ
り
敷
十
黙
出
品
す
る
こ
と
に
決
し
雨

三
日
前
便
船
に
て
回
送
し
た
り
と
云
ふ

（
明
治
二
十
五
年
五
月
二
十
一
日

『経
世
新
報
』
）

岡
倉
校
長
は
西
欧
で
日
本
画
が
美
術
と
し
て
正
当
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
出
品
に
協
力
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
校
か
ら
は
川
端
玉
章
筆
「
海

辺
漁
家
ノ
図
」
「
葡
萄
栗
鼠
ノ
図
」
「
山
水
ノ
図
」
、
橋
本
雅
邦
筆
「
夏
景
山
水

ノ
図
」
、
狩
野
友
信
筆
「
羅
漠
ノ
図
」
等
を
出
品
し
た
。
岡
倉
校
長
は
渡
欧
も

計
画
し
て
い
た
よ
う
だ
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
明
治
二
十
六
年
に
至
り
、
バ
バ

リ
ア
国
王
か
ら
岡
倉
校
長
に
対
し
て
「
ハ
イ
リ
ケ

・
ミ
ッ
ハ
エ
ル
」
第
二
等
勲

章
の
贈
与
が
あ
っ
た
。
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